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要旨

日本では，水害等によって歴史的内容が不明瞭になった文化財が多数存在している．特に，被災に
よって紙が貼りついてしまった古典籍の物理的な修理は更なる破損へ繋がる可能性が高く，古典籍を
被災前の状態へ仮想的に修復する手法が求められている．そこで本研究では，紙が貼りついて重なっ
た文字を非破壊で各層に分離することを目的とする．本手法は，貼りついた状態の紙の表裏から得られ
た反射率と透過率を基に辞書引きによって分離する．この手法では，撮影視点や撮影環境によって取
得した反射率が変化する特性を利用しているため，非破壊による計測が可能であり紙の分光分布の特
徴に左右されないという利点がある．まず，様々な撮影条件に基づいて分離したい対象物の反射率と
透過率を取得する．次に，対象物と同じ撮影条件で反射率と透過率の全通りを組み合わせたテーブル
を作成する．最後に，対象物の反射率と透過率による入力に基づいて、組み合わせたテーブルと最も
近い値を取り得る各層の分離結果を出力する．本手法によって，理想的な条件における貼りついた紙
に書かれた文字の分離を実現した．応用させることで，将来的には更なる多層物体や実環境であっても
各層に分離することが可能である．


